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（1）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年12月期第3四半期 243,004 6.7 6,154 △23.5 6,298 △23.8 5,242 △9.4

2025年12月期第3四半期 227,790 5.8 8,044 32.8 8,260 13.9 5,784 5.0

（注）包括利益 2026年12月期第3四半期 8,920百万円 （143.2％） 2025年12月期第3四半期 3,667百万円 （△59.5％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後１株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

2026年12月期第3四半期 165.17 －

2025年12月期第3四半期 178.72 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年12月期第3四半期 338,902 193,951 54.3

2025年12月期 343,734 189,550 52.2

（参考）自己資本 2026年12月期第3四半期 184,002百万円 2025年12月期 179,469百万円

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年12月期 － 50.00 － 50.00 100.00

2026年12月期 － 52.00 －

2026年12月期（予想） 54.00 106.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 340,000 10.0 13,000 2.6 14,000 △4.2 12,000 7.3 377.25

1．2026年12月期第3四半期の連結業績（2026年1月1日～2026年9月30日）

（2）連結財政状態

2．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

3．2026年12月期の連結業績予想（2026年1月1日～2026年12月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年12月期3Q 31,809,471株 2025年12月期 31,809,471株

②  期末自己株式数 2026年12月期3Q 414,361株 2025年12月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年12月期3Q 31,741,820株 2025年12月期3Q 32,368,248株

※  注記事項

（1）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －　社  （社名）　　、　除外  －　社  （社名）

（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（4）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいて

おり、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項

等については、〔添付資料〕3ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くだ

さい。
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＜連結業績＞ （単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間 増 減

売上高 227,790 243,004 15,214 ( 6.7%)

営業利益 8,044 ( 3.5%) 6,154 ( 2.5%) △1,889 (△23.5%)

経常利益 8,260 ( 3.6%) 6,298 ( 2.6%) △1,962 (△23.8%)

親会社株主に帰属する

四半期純利益
5,784 ( 2.5%) 5,242 ( 2.2%) △541 ( △9.4%)

①セグメント別売上高 （単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間 増 減

ダイカスト 201,770 ( 88.6%) 222,961 ( 91.8%) 21,191 ( 10.5%)

住建機器 7,953 ( 3.5%) 7,671 ( 3.2%) △282 ( △3.5%)

印刷機器 17,884 ( 7.9%) 12,149 ( 5.0%) △5,735 (△32.1%)

②セグメント別営業利益又はセグメント別営業損失 （単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間 増 減

ダイカスト 7,289 ( 3.6%) 6,608 ( 3.0%) △680 ( △9.3%)

住建機器 18 ( 0.2%) △369 ( △4.8%) △388 ( － )

印刷機器 769 ( 4.3%) △76 ( △0.6%) △846 ( － )

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　　当第３四半期連結累計期間（2026年１月１日～2026年９月30日）における当社グループを取り巻く環境

は、資源・エネルギー価格の高騰、各国の通商政策の影響などにより、依然として先行き不透明な状況が続

きました。

　　このような状況の中、当社グループは積極的な販売活動を展開するとともに、原価低減や生産性の向上、

業務の効率化などの諸施策を推進しました。

　　その結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、次のとおり前年同期に比べて増収、減益となりました。

（ ）内は売上高利益率、ただし増減欄は増減率

　セグメント別では、ダイカスト事業は、前年同期に比べて増収、減益となりました。生産量は、国内では

増加した一方、海外では減少しました。しかしながら、原料（アルミニウム）価格の上昇分を販売価格へ転

嫁したことや、在外子会社の売上高の円換算額が円安の影響により増加したこともあり、国内、海外ともに

増収となりました。利益については、原価低減や生産性の向上に努めましたが、上半期において原料（アル

ミニウム）価格の急激な高騰が続き、その上昇分を販売価格へ転嫁するまでに一定の期間を要すため、減益

となりました。

　住建機器事業は、前年同期に比べて減収、減益となりました。売上高は、国内、海外ともに減収となりま

した。利益については、原価低減や経費節減に努めたものの、中国人民元高により、生産拠点のある中国か

らの調達コスト上昇の影響などを吸収しきれず、減益となりました。

　印刷機器事業は、前年同期に比べて減収、減益となりました。売上高は、市場の先行き不透明感による企

業の設備投資意欲の減退を受け、国内、海外ともに減収となりました。利益については、減収の影響により

減益となりました。

（ ）内は構成比率、ただし増減欄は増減率

（ ）内は売上高利益率、ただし増減欄は増減率

- 2 -

リョービ㈱　（5851）　2026年12月期　第3四半期決算短信



（単位：百万円）

前連結会計年度末 当第３四半期連結会計期間末 増 減

総資産 343,734 338,902 △4,831 （ △1.4%)

自己資本 179,469 ( 52.2%) 184,002 ( 54.3%) 4,533 （ 2.5%)

有利子負債 74,742 ( 21.7%) 66,027 ( 19.5%) △8,714 （△11.7%)

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間 増 減

営業活動による

キャッシュ・フロー
4,236 9,011 4,774

投資活動による

キャッシュ・フロー
△19,412 △5,902 13,510

財務活動による

キャッシュ・フロー
11,979 △13,755 △25,735

（２）財政状態に関する説明

　　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ48億31百万円減少し、3,389億２百万円

となりました。減少は主に現金及び預金112億３百万円、有形固定資産37億79百万円等によるものです。その

一方で、増加は棚卸資産70億78百万円、受取手形及び売掛金30億47百万円等がありました。

　　負債は、前連結会計年度末に比べ92億32百万円減少し、1,449億51百万円となりました。減少は主に借入金

87億14百万円、その他流動負債27億63百万円等によるものです。その一方で、増加は賞与引当金16億59百万

円、支払手形及び買掛金７億36百万円等がありました。受取手形割引高及びリース債務を除いた有利子負債

残高は、660億27百万円となりました。

　　純資産は、前連結会計年度末に比べ44億円増加し、1,939億51百万円となりました。増加は主に為替換算調

整勘定21億68百万円、利益剰余金19億98百万円等によるものです。純資産から非支配株主持分を差し引いた

自己資本は、前連結会計年度末に比べ45億33百万円増加し、1,840億２百万円となりました。その結果、自己

資本比率は前連結会計年度末に比べ2.1ポイント増加し、54.3%となりました。

（ ）内は対総資産比率、ただし増減欄は増減率

（キャッシュ・フローの状況）

　　当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ104億62百万円減少し、

168億30百万円となりました。

　　営業活動によるキャッシュ・フローは、前第３四半期連結累計期間に比べ47億74百万円増加し、90億11百

万円の資金増加となりました。資金増加は主に減価償却費147億82百万円、税金等調整前四半期純利益76億32

百万円等によるものです。その一方で、資金減少は棚卸資産の増加66億77百万円、売上債権の増加25億78百

万円、その他の流動負債の減少20億24百万円、法人税等の支払17億16百万円等がありました。

　　投資活動によるキャッシュ・フローは、前第３四半期連結累計期間に比べ135億10百万円支出が減少し、59

億２百万円の資金減少となりました。資金減少は主に有形固定資産の取得による支出101億８百万円、定期預

金の預入による支出54億45百万円等によるものです。その一方で、資金増加は定期預金の払戻による収入62

億96百万円、投資有価証券の売却による収入18億98百万円等がありました。

　　財務活動によるキャッシュ・フローは、前第３四半期連結累計期間に比べ257億35百万円減少し、137億55

百万円の資金減少となりました。資金減少は主に借入金の減少89億66百万円、配当金の支払32億38百万円、

自己株式の取得による支出11億37百万円等によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　　2026年12月期の連結業績予想につきましては、2026年８月５日（2026年12月期第２四半期（中間期）決算

発表時）の発表値に変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 31,153 19,950

受取手形及び売掛金 65,505 68,552

有価証券 650 650

商品及び製品 23,296 22,611

仕掛品 18,125 22,293

原材料及び貯蔵品 21,620 25,215

その他 5,058 4,871

貸倒引当金 △17 △21

流動資産合計 165,392 164,124

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 37,107 37,028

機械装置及び運搬具（純額） 61,278 58,458

土地 15,682 15,628

建設仮勘定 9,525 8,368

その他（純額） 5,721 6,050

有形固定資産合計 129,314 125,534

無形固定資産

その他 2,672 2,750

無形固定資産合計 2,672 2,750

投資その他の資産

投資有価証券 23,102 25,091

その他 23,268 21,422

貸倒引当金 △16 △21

投資その他の資産合計 46,354 46,493

固定資産合計 178,341 174,778

資産合計 343,734 338,902

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2026年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 35,970 36,706

短期借入金 29,414 27,445

１年内返済予定の長期借入金 8,660 12,492

未払法人税等 1,038 544

賞与引当金 819 2,478

役員賞与引当金 33 －

その他 19,895 17,131

流動負債合計 95,830 96,798

固定負債

長期借入金 36,667 26,089

退職給付に係る負債 6,495 6,607

その他 15,189 15,455

固定負債合計 58,353 48,153

負債合計 154,184 144,951

純資産の部

株主資本

資本金 18,472 18,472

資本剰余金 20,625 20,625

利益剰余金 96,583 98,582

自己株式 － △1,137

株主資本合計 135,681 136,542

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 12,240 14,023

土地再評価差額金 725 725

為替換算調整勘定 27,051 29,220

退職給付に係る調整累計額 3,770 3,490

その他の包括利益累計額合計 43,787 47,459

非支配株主持分 10,081 9,948

純資産合計 189,550 193,951

負債純資産合計 343,734 338,902
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2025年１月１日
　至　2025年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2026年１月１日

　至　2026年９月30日)

売上高 227,790 243,004

売上原価 200,470 217,979

売上総利益 27,320 25,024

販売費及び一般管理費 19,276 18,870

営業利益 8,044 6,154

営業外収益

受取利息 135 143

受取配当金 359 359

受取賃貸料 113 194

商標権使用料 411 445

助成金収入 56 109

その他 616 554

営業外収益合計 1,692 1,807

営業外費用

支払利息 1,047 1,111

為替差損 103 279

その他 324 272

営業外費用合計 1,476 1,663

経常利益 8,260 6,298

特別利益

固定資産処分益 34 51

投資有価証券売却益 143 1,504

特別利益合計 178 1,555

特別損失

固定資産処分損 50 85

投資有価証券評価損 － 135

特別損失合計 50 221

税金等調整前四半期純利益 8,388 7,632

法人税等 2,262 2,328

四半期純利益 6,126 5,304

非支配株主に帰属する四半期純利益 342 61

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,784 5,242

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2025年１月１日
　至　2025年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2026年１月１日

　至　2026年９月30日)

四半期純利益 6,126 5,304

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,475 1,727

土地再評価差額金 △15 －

為替換算調整勘定 △4,741 2,168

退職給付に係る調整額 △177 △280

その他の包括利益合計 △2,459 3,616

四半期包括利益 3,667 8,920

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,309 8,914

非支配株主に係る四半期包括利益 358 5

（四半期連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2025年１月１日
　至　2025年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2026年１月１日

　至　2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 8,388 7,632

減価償却費 14,352 14,782

貸倒引当金の増減額（△は減少） △28 8

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,451 1,659

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △77 75

受取利息及び受取配当金 △495 △503

支払利息 1,047 1,111

助成金収入 △56 △109

投資有価証券売却損益（△は益） △143 △1,504

投資有価証券評価損益（△は益） － 135

固定資産処分損益（△は益） 15 34

売上債権の増減額（△は増加） △2,794 △2,578

棚卸資産の増減額（△は増加） 2,283 △6,677

その他の流動資産の増減額（△は増加） 814 △748

仕入債務の増減額（△は減少） △12,097 657

その他の流動負債の増減額（△は減少） △1,340 △2,024

その他 △564 △518

小計 10,757 11,434

利息及び配当金の受取額 484 485

利息の支払額 △1,095 △1,256

助成金の受取額 72 64

法人税等の支払額 △5,983 △1,716

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,236 9,011

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △17,135 △10,108

有形固定資産の売却による収入 218 91

有価証券の取得による支出 △650 △650

有価証券の売却による収入 650 650

投資有価証券の取得による支出 △18 △3

投資有価証券の売却による収入 150 1,898

定期預金の預入による支出 △8,385 △5,445

定期預金の払戻による収入 5,969 6,296

その他 △212 1,369

投資活動によるキャッシュ・フロー △19,412 △5,902

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △921 △2,184

長期借入れによる収入 20,800 1,500

長期借入金の返済による支出 △4,614 △8,282

自己株式の取得による支出 △0 △1,137

配当金の支払額 △2,994 △3,238

その他 △290 △412

財務活動によるキャッシュ・フロー 11,979 △13,755

現金及び現金同等物に係る換算差額 △497 183

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,693 △10,462

現金及び現金同等物の期首残高 28,026 27,292

現金及び現金同等物の四半期末残高 24,333 16,830

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注) １

合計
調整額
（注）２

連結財務諸表
計上額
（注）３ダイカスト 住建機器 印刷機器 計

売上高

外部顧客への売上高 201,770 7,953 17,884 227,608 182 227,790 － 227,790

セグメント間の内部

売上高又は振替高
29 0 10 40 13 53 △53 －

計 201,799 7,953 17,895 227,648 196 227,844 △53 227,790

セグメント利益又は

損失（△）
7,289 18 769 8,077 △33 8,044 △0 8,044

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注) １

合計
調整額
（注）２

連結財務諸表
計上額
（注）３ダイカスト 住建機器 印刷機器 計

売上高

外部顧客への売上高 222,961 7,671 12,149 242,781 222 243,004 － 243,004

セグメント間の内部

売上高又は振替高
30 0 0 31 11 43 △43 －

計 222,991 7,671 12,149 242,813 234 243,048 △43 243,004

セグメント利益又は

損失（△）
6,608 △369 △76 6,162 △8 6,154 0 6,154

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2025年１月１日 至　2025年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　（注） １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理業及び

　　　　　　　　　 ゴルフ場の経営を含んでいます。

　　　　　　　 ２．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去等によるものです。

　　　　　　　 ３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しています。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2026年１月１日 至　2026年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　（注） １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理業及び

　　　　　　　　　 ゴルフ場の経営等を含んでいます。

　　　　　　　 ２．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去等によるものです。

　　　　　　　 ３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しています。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2026年11月４日

リョービ株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

東京事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 茂木　浩之

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 松本　俊輔

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているリョービ株式会社の2026年１月１日から2026年12月31

日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2026年７月１日から2026年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期

間（2026年１月１日から2026年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連

結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行っ

た。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用され

る規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た

している。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータ及びＨＴＭＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されて

いないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら

れる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性

に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論

を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将

来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基

準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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２０２６年１２月期　第３四半期決算補足資料 2026年11月5日
リョービ株式会社

（連結） （単位：百万円、％）
2024/12 2025/12 2026/12

第3四累計 通期 第3四累計 通期 第3四累計 通期（予想）

利益率 利益率 利益率 利益率 利益率 利益率

売 上 高 215,219 293,314 227,790 309,111 243,004 340,000

営 業 利 益 6,055 2.8 9,494 3.2 8,044 3.5 12,665 4.1 6,154 2.5 13,000 3.8

経 常 利 益 7,251 3.4 11,551 3.9 8,260 3.6 14,620 4.7 6,298 2.6 14,000 4.1
親 会 社 株 主 に
帰 属 す る 当 期 純 利 益 5,511 2.6 6,935 2.4 5,784 2.5 11,182 3.6 5,242 2.2 12,000 3.5

1 株 当 た り 当 期 純 利 益 170.29円 214.26円 178.72円 346.41円 165.17円 377.25円

セグメント別売上高
構成比 構成比 構成比 構成比 構成比 構成比

ダ イ カ ス ト 190,482 88.5 257,909 87.9 201,770 88.6 274,310 88.7 222,961 91.8 307,000 90.3

住 建 機 器 7,957 3.7 11,040 3.8 7,953 3.5 10,874 3.5 7,671 3.2 11,500 3.4

印 刷 機 器 16,605 7.7 24,120 8.2 17,884 7.9 23,667 7.7 12,149 5.0 21,500 6.3

国 内 89,402 41.5 125,968 42.9 98,021 43.0 135,046 43.7 107,157 44.1 151,700 44.6

海 外 125,817 58.5 167,346 57.1 129,769 57.0 174,064 56.3 135,846 55.9 188,300 55.4

セグメント別営業利益
利益率 利益率 利益率 利益率 利益率 利益率

ダ イ カ ス ト 6,149 3.2 8,994 3.5 7,289 3.6 11,257 4.1 6,608 3.0 12,500 4.1

住 建 機 器 -312 -3.9 -413 -3.7 18 0.2 119 1.1 -369 -4.8 200 1.7

印 刷 機 器 236 1.4 934 3.9 769 4.3 1,321 5.6 -76 -0.6 300 1.4

比率 比率 比率 比率 比率

総 資 産 309,639 333,186 331,055 343,734 338,902 －

自 己 資 本 157,426 50.8 167,352 50.2 167,696 50.7 179,469 52.2 184,002 54.3 －

利 益 剰 余 金 86,971 28.1 88,395 26.5 91,185 27.5 96,583 28.1 98,582 29.1 －

有 利 子 負 債 61,741 19.9 61,966 18.6 76,324 23.1 74,742 21.7 66,027 19.5 70,000

設 備 投 資 12,070 17,400 14,524 18,769 10,005 20,000

減 価 償 却 費 14,868 19,270 14,352 19,255 14,782 19,000

営 業 ｷ ｬ ｯ ｼ ｭ ･ ﾌ ﾛ ｰ 15,938 29,162 4,236 13,888 9,011 －

投 資 ｷ ｬ ｯ ｼ ｭ ･ ﾌ ﾛ ｰ -11,186 -13,723 -19,412 -22,529 -5,902 －

財 務 ｷ ｬ ｯ ｼ ｭ ･ ﾌ ﾛ ｰ -12,599 -14,901 11,979 7,651 -13,755 －
（単位：人）

期 末 人 員 7,916 7,939 7,647 7,511 7,285 －

（'26/12期第4四半期の想定為替レート） 　米ドル 155円 　英ポンド 210円

　中国元 23.0円 　タイバーツ 4.7円




